
 

 

いよいよ、この８月、私たちは、当然のごとく、平和について祈ります。世界の平和を構築するために今も世界中で多く

の人々が働いています。これからも変わりません。しかし、今日のこの世界が平和のうちにあるのは、そのために働いた人

がいるのです。「地上の平和」とはラテン語で“パーチェム・イン・テリス”という、とても有名な回勅の訳語です。この回勅を

書いた教皇こそヨハネ 23世です。2014 年、現教皇フランシスコによって、聖人に挙げられました。 

 

◆魂の祈り 

ヨハネ23世教皇は、1895年、14歳のころから81歳で亡く

なる直前までの間に日記を書き

残しました。「魂の日記」というタ

イトルで購入できます。その文書

によると、彼は小さい時から少し

ひ弱な子でありました。しかし、こ

よなく神を愛し続け、田舎の普通

の司祭となることを希望していま

した。自己愛との戦いに明け暮

れ、祈りの最中にも気を散らす自

分に犠牲と苦行を課す、という万

事を真剣に生きる人でした。です

から、その祈りはまさに魂からの

叫びにも似た気迫に満ちる祈り

でありました。 

 

◆平和の教皇 

彼が後に「平和の教皇」と呼ば

れるようになったのには、一つ

の歴史的な出来事の中にあり

ます。それはいわゆるキューバ

危機という歴史的な大事件で

す。1962年 10月 14日、第二次大戦後の米ソ冷戦時

代の緊張はこれによってまさに破局する寸前でした。

ソ連の中距離弾道ミサイルがキューバに配備されて

いることを、アメリカの偵察機が発見。全面核戦争へ

向かって一発触発の危機が訪れたのです。もし第 3次

世界大戦となれば、2億人以上の人間がその犠牲者と

なる予測まで出ていました。言うまでもなく、これを

阻止する切っ掛けを作られたのが、教皇ヨハネ 23世

だったのです。 

 

◆平和のメッセージ 

「国家指導者たちは平和を叫ぶ

人類の声に耳に傾けよ」との教皇

メッセージは、直接モスクワへと

発信され、当時のソ連の首相フル

シチョフに耳にも入りました。彼

は、これを「人類の叫びに耳を塞

ぐな」と受け止め、ミサイル基地

の解体をアメリカ大統領ケネデ

ィに通知したのです。こうして世

界戦争の最大の危機を乗り越え

た歴史的な大事件はひとまず閉

幕し、回勅「地上の平和」を書き

始める前奏曲ともなったのです。 

 

◆平和と秩序 

この壮大なる歴史の渦は、人間の

心の淵にある分裂と破壊の精神

が原因です。しかし、同時に人間

そのものの根底には、神が刻み付

けたであろう秩序があるのです。この秩序感は、人間

間同士を結び付ける絆であり、分裂と破壊という情動

をコントロールする力と言えます。創造主である神は

これを人の魂の奥深い所に刻み込み、人間の良心を働

かせることができるのです。良心を呼び覚まし、平和

を駆逐する破壊の精神を追い払いましょう。 
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モニカは聖ア

ウグスチノの母で、

夫はパトリチオとい

う可成りの道楽者

であった。 二人

の間には三人の

子供ができたが、

長男はアウグスチノで、 ３７１年モニカが四十歳で

未亡人となった時、アウグスチノは１８歳であった。 

 

  モニカを何よりも悲しませたのは、アウグスチ

ノの生活であった。 彼はある女性と結婚して男児

をもうけ、非キリスト教的哲学に凝りだして長い間キ

リスト信者にならなかった。 アウグスチノは後に

「彼女は、他の母親が息子の死のために流す涙よ

りも、もっと多くの涙を、私の霊的な死のために流

していた」と書いている。 その頃、ある司教が「沢

山の涙の子は、決して失われることはない」と言っ

てモニカを慰めていた。  

 

３８３年アウグスチノはイタリアへ向かい、モニカも

同道し、ミラノでアンブロジオ司教の忠実な弟子と

なった。 アウグスチノも司教の教えに耳を傾け、し

だいにキリスト教に心がひかれていった。 モニカ

がアンブロジオのために尽くしたのは、アウグスチ

ノに救霊の道を示したいからであった。 

 

４年後、モニカとアウグスチノが天国について話

していた時、モニカが言った。 「私はこの世でま

だ何をすべきか、また、なぜ私はこの世でぐずぐず

しているのか、私にはわからない。 私がもう少し

生きていたかった理由はたったひとつ。 それは、

死ぬ前にカトリック信者としてのお前をみることだっ

た。 神様がこのお恵みを下さった今、この世です

ることが外にあろうか。」 五日ほどたってから、モ

ニカは病気にかかり、しばらくして神の許へ帰って

いった。 

 

 

 

 

 

 

 

７月２９日 午後６時から クレメンス・ホールで、今年の「納涼の夕べ」が催されました。 迷走台風１２

号が心配されましたが、谷山にはさしたる影響もなく、無事盛大に行われました。    神に感謝。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

最近のニューヨークタイムズ新聞によりますと、

違法でアメリカに入国した移住者の家族は、捕え

られると両親と子供が引き離されてしまい、子供

は収容所のような所に入れられてしまうそうです。

現在は、約 2,000 人の子供たちが両親との再会

を待っています。 しかし、アメリカ大統領は、移

民たちを国のセキュリティにとり危険な存在と考え

ていますので、両親は子供を引き取るために

1,500 ドルを支払わなければなりません。勢力の

ある政治家がこのような態度を示している事は、

彼にとり人権を守る

のは義務ではない、

という印象を受けま

す。 これに対して

言うべき事は、人権

は皆に知られ、また、

皆に守られることが

非常に大切だという

ことです。 

 

この事と関連し

て、教皇ヨハネ23世

の回勅「地上の平和」

の最初の文章に注

目させたいと思います。 『地上の平和は神の定

めた秩序を全面的に尊重してはじめて、これを築

き固めることができる。』 人間の尊厳は次の真理

から導き出されています。 「神は人間をご自身

の姿に似せ知性と自由とをそなえた者として、創

造し、そのうえ全てのものの支配者となしたので

ある。（創世記 1.26 参照）」 このように、人間の

自由意志と、侵すことも譲渡することもできない普

遍的な権利と義務が結ばれています。 

 

ヨハネ 23 世がまず最初に回勅に取り上げら

れた事は、「生存と品位のある生活水準とに対す

る権利」です。これに含まれているのは、「衣食住、

休息、医療・社会的扶助を受ける権利」です。ど

れほど大勢の人々が戦争、テロ、失業、気候の変

化、水不足のために自分の祖国から離れなけれ

ばならなかったことでしょう。 この政治的、経済

的な難民たちは、ただ一つの事だけ望んでいま

す。 それは、生活のために必要な物を外国で見

つけることです。 

 

昭和 23 年 10

月 10 日に、国連は

次の事を宣言しまし

た。「人類、肌の色、

性、言葉、宗教、政

治的な信念、国籍、

または社会的背景

に基づいた差別を

せずに、あらゆる人

間は様々な権利と

自由をもらうべきで

ある。」 この宣言に

は次の聖書の言葉が反映されていないでしょうか。

「そこではもはや、ユダヤ人もギリシア人もなく、奴

隷も自由な身分の者もなく、男も女もありません。

あなたたちは皆、キリスト・イエズスにおいて一つ

だからです。あなたたちは、もしキリストのものだと

するなら、とりもなおさず、アブラハムの子孫であ

り、約束によって神の恵みを相続するものです。」

（ガラテヤの手紙 3.28） 

 

人権の必要性 



 

朗読奉仕 掃除 班会等

8月1日 （水）
10:00 ｱﾙﾌｫﾝｿ記念ﾐｻ（出水教会）

谷山教会でのﾐｻなし

2日 （木） 朝ﾐｻなし

3日 （金） 19:00 初金ﾐｻ（関根神父）

4日 （土） ⑤⑪ ⑤⑪掃除後教会
19:00 年間第18主日のﾐｻ（関根神父）

5日 （日） 9:00 年間第18主日（関根神父） 村山・岸

6日 （月） 祝日　主の変容 日本ｶﾄﾘｯｸ平和旬間 ～15日
朝ﾐｻなし

7日 （火） 朝ﾐｻなし

8日 （水） 記念日　聖ﾄﾞﾐﾆｺ司祭
19:00 水曜ﾐｻ

9日 （木） 6:30 朝ﾐｻ

10日 （金）
6:30 朝ﾐｻ

11日 （土） 記念日　聖ｸﾗﾗおとめ ⑥⑦ ⑥⑦掃除後教会
9:00 ｻﾞﾋﾞｴﾙ上陸記念祭ﾐｻ（ｻﾞﾋﾞｴﾙ教会）

19:00 年間第19主日のﾐｻ

12日 （日） 9:00 年間第19主日
ﾐｻ後 初盆追悼の祈り（やすらぎのﾄﾞｰﾑ）

13日 （月） 朝ﾐｻなし

14日 （火）
朝ﾐｻなし

15日 （水）
10:00 聖母の被昇天のﾐｻ

水曜ﾐｻなし

16日 （木） 6:30 朝ﾐｻ

17日 （金） 6:30 朝ﾐｻ

18日 （土） 19:00 年間第20主日のﾐｻ ⑧⑨ ⑧⑨掃除後教会

19日 （日） 9:00 年間第20主日（関根神父）
ﾐｻ後 司牧評議会

20日 （月） 記念日　聖ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ修道院長
6:30 朝ﾐｻ

21日 （火） 記念日　聖ﾋﾟｵ十世教皇
朝ﾐｻなし

22日 （水） 記念日　天の元后聖ﾏﾘｱ
水曜ﾐｻなし

23日 （木） 6:30 朝ﾐｻ

24日 （金）
朝ﾐｻなし

25日 （土） 記念日　福者ﾄﾞﾐﾆｸ・ﾒﾄﾃﾞｨｳｽ・ﾃﾚﾁｶ司祭（ﾚﾃﾞﾝﾌﾟﾄｰﾙ会） ⑩ ⑩掃除後教会
19:00 年間第21主日のﾐｻ

26日 （日） 9:00 年間第21主日

27日 （月） 記念日　聖ﾓﾆｶ
6:30 朝ﾐｻ

28日 （火） 記念日　聖アウグスチヌス司教教会博士
6:30 朝ﾐｻ

29日 （水） 記念日　洗礼者聖ﾖﾊﾈの殉教
19:00 水曜ﾐｻ

30日 （木） 6:30 朝ﾐｻ

31日 （金） 6:30 朝ﾐｻ
18:30 典礼委員会

ロザリオの祈り [毎週（火）

[毎週（水）

[毎週（水）

聖書と教理-Ⅰ [毎週（木） 15：00～16：30］

聖体礼拝 [毎週（木）

聖書と教理-Ⅱ [毎週（金）  9：00～10：00］

祝日　聖ﾊﾞﾙﾄﾛﾏｲ使徒

O　国民の祝日（山の日）

平成30年　谷山教会8月の予定と祝日表　(8/1～8/31）　西暦2018年

日時 典礼　と　行事

記念日　聖ｱﾙﾌｫﾝｿ（ﾘｺﾞﾘ）司教教会博士

記念日　聖ﾖﾊﾈ・ﾏﾘｱ・ﾋﾞｱﾝﾈ司祭

祝日　聖ﾗｳﾚﾝﾃｨｵ助祭殉教者

記念日　聖ﾏｷｼﾐﾘｱﾉ･ﾏﾘｱ･ｺﾙﾍﾞ司祭殉教者

祭日　聖母の被昇天

聖書を学ぶ勉強会　（ｴﾚﾐﾔ書） 10：00]
 1日、 8日、15日、22日、29日

レジオ・マリエ 14:00]

 2日、 9日、16日、23日、30日

13：30～14：30]
　　   9日、16日、23日、30日
 2日の第1回はｻﾞﾋﾞｴﾙで7：00から
 3日、10日、17日、24日、31日

10：00]  7日、14日、21日、28日

班会お休み班

①②③④

八
月
の
行
事
当
番
は
二
・
三
班

奉
納
は
掃
除
当
番
班
が
行
う



カトリック谷山教会 

平成 30年度（2018年）第 3回 司牧評議会の報告 

2018. 7.22 ミサ後開催  

【審議事項】 

1. 納涼の夕べについて（7/29（日）18：00 開催） 

 ・各班、ボーイスカウト、壮年会の提供する飲食物についての報告 

 ・29 日（日）9：00 ミサ後、会場づくりをする 

 ・時節柄くれぐれも衛生管理に気を付けて準備をすること。 

2. 班制度について各班からの意見 

   ・班体制はこれまで通り変えない。が、掃除、行事の度に人手が足りないので班同士の協力が必要。これが

大多数の意見でした。 

   ・ミサに来ていても中には自分の所属する班を自覚できていない人がいると思われる。信徒名簿から班員の

確認が必要。声かけなどして班の仕事の分担等、ミサ後のお知らせで説明する必要がある。 

   ・司牧評議会で掃除の分担、班のあり方など今後も話し合いましょう。皆さんご意見をよろしくお願いします。 

【日程のお知らせ】 

    7 月 29 日（日） 18：00～ 納涼の夕べ 

31 日（火）～8 月 7 日（火） 主任司祭はインドネシア訪問のため留守になります。 

      8 月  1 日（水）  10:00 アルフォンソのために捧げるミサ 於：出水教会 

 8 月中の主日のミサ 6：30、5 日（日）12 日（日）・19 日（日）・26 日（日）お休みです。 

また以下、週日ミサは、お休みにいたします。 

2 日（木）・6 日（月）・7 日（火）・13 日（月）・14 日（火）・21 日（火）24 日（金） 

           3 日(金) 19：00～ 初金ミサ（関根神父） 

4 日（土） 19：00～ 主日ミサ（関根神父） 

           5 日（日）  9：00～ 主日ミサ（関根神父） 

             11 日（土）  ザビエル上陸記念祭ミサ 9：00～10：30 於：ザビエル教会 

          12 日（日）  9：00 ミサ後 初盆の方のための追悼の祈り 於：納骨堂 

／その後、『ヨハネ 23 世』 DVD 観賞会～前編～ 

          15 日（水）  9：00～ 聖母の被昇天ミサ 夕の 19：00～ミサはありません。 

          19 日（日）  9：00～ 主日ミサは関根神父／ミサ後 『ヨハネ 23 世』 DVD観賞会～後編～ 

          22 日（水） 19：00～ ミサはありません。21 日～22 日 頭島・ムイベルガ神父初台集会のため留守 

          26 日（日）  9：00～ミサ後 司牧評議会(予定) 

【報告事項】 

  ・エアコンが３機新設されました（応接室と玄関前部屋と図書室横の部屋へ各 1台、計３台） 

・故障中の玄関ロビーの照明が LED に替わります。 

【その他】 

  ・神父様より・・・教会の塔の安全のための耐震改修について様々意見がありますが、現段階では鉄筋構造図

も設計図もなく亀裂の状態の中、地震の際の転倒落石等の危険性を鑑みて、谷山教会としては整備委員

会を立ち上げ、全面的に建物全体を見直す方向で検討することにします。協力をよろしくお願いします。 

                                        （以上の事が話し合われました） 

 


